








要約:国民生活センターによせられた乳幼児の危害情報について検討するとともに、危害情

報について若干の追跡調査を実施した。その結果、乳幼児の事故は極めて多種多様ではあ

るが、発育段階に応じて、また、商品(構築物を含む)の種類によって、危害の態様にいく

つかの特徴がみられる。危害発生の頻度のほかに、年齢、傷害の種類、重症度などを総合

化した視点からの対策が必要であり、そのために、情報の収集、解析、評価などの実施体

制を検討すべきである。 


